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だの空疎な名目でも、金属の呼称ないし「法定の洗礼名」（K., I, S.115, 〔1〕 181 頁）としての度
量衡（standard of value）でもないのである。この限りでは、金属貨幣ですら、あくまで価値の




















































































の発展の度合いもまた、広さと深さという二種類の尺度によって計られるのである（K., I, S.102, 







































り切れたところからも透いて見えるわけではないが」（K., I, S.66, 〔1〕 100 頁）という、価値関
























 この場合、たとえば当座の貨幣需要から、値札を 100 円から 90 円に書き換えたところで、予
想価格までが自動的に 90 円に「修正」されるとは限らない。むしろ、予想価格（＝評価額）を





























を必然化する――「個別的な価値形態はおのずからもっと完全な形態に移行する」（K., I, S.76, 
〔1〕 118 頁）――という規定、しかしその形態Ⅱも、等価商品列が無際限に引き延ばされるとい
う点では「未完成」（K., I, S.78, 〔1〕 121 頁）であるという規定【37】、そして形態Ⅲにおいてはじ
めて、価値は全ての商品に共通の性質として表現され、商品は互いに価値として関係し合い、



































（Marx［1861-63］Ⅲ, S.129, 〔7〕 234 頁）の紡ぎ出すいわば第二の価値形態であるといってもよ
い。資本としての運動をつうじて、価値は「それが価値だから価値を生む、という神秘な性質」
（K., I, S.169, 〔1〕 270 頁）を受け取るといってよいが、その神秘性は、商品自体が蔵していた、
しかし貨幣形態ではかえって希薄化せざるをえない、価値本来の特質でもあったわけである。 
 結局、交換性と同質性という価値の二重性は、その表現形態として、複数種類の、あるいは

































－ 13 － 















S.147, 〔1〕 234 頁）という性質、すなわち使用価値の方であろう【40】。しかし価値は、「その商品















































































 商品 W の価値は、将来の貨幣還流を待たずとも、現在の信用販売でひとまず実現され、受信
資本の下での姿態変換＝自己増殖を開始する。その場合、受信資本の生産する W’の価値は、W’
に固有の価値と目することができようが、同時にまた、W’によって継承された W の価値と目





























た W の、また信用で買えなかったならば切り下げられる以外になかった W’の、それぞれの現
金価格が据え置かれることと結びついている点を忘れてはならない。一方が撓むことで他方を
固定させるという、こうした価値関係の連携性は、まさに W と W’との間に潜んでいる擬似的
な血縁の繋がりを証明する。そして当然、この繋がりを利用することで強められた価格変動へ
－ 17 － 
の抵抗圧、つまり価値保蔵性は、２－１の末尾で述べた意味での商品流通の不確定性を、いっそ
う増幅する要因ともなるのである。 
 受信資本 A と与信資本 C との間に挟まれた与信＝受信資本 B にとっては、今や A の下にあっ
て、それ自体としては「交換性」も「決済性」も有しない自商品 W こそが、自身が A ととも
に連帯責任を負うところの、C への貨幣債務を裏打ちする資産となる。それは、銀行資本にとっ
ての割引保有手形と同様であろう。あるいはまた、A や C 以外にたいして別途販売されるべき

























































 したがってまた、価値関係の内に「商品体の具体的なもの」（K., I, S.100, 〔1〕 157 頁）への感
覚を取り戻すという、通常の意味での「人格化 Personifikation」だけでは、商品世界において


































































































側に「価値と使用価値との内的な対立」（K., I, S.75, 〔1〕 117 頁）を生み出す要因ともなる。こ




















































































して、複数の資本形式をも要請せずにはいないのである。事実、W→G や W＝G などの空間的
な表現ではなく、W―G という時間的な表現に置き換えられた価格形態は、商品売買形式
（G―W―G’）での資本の運動の一部を含んでいる。しかしまた、価格形態に先行する価値形










































A 商品の価値がたとえば資本の運動を介して B 商品（新製品）の使用価値へと内属したり、さ
らに信用関係を介して C 商品（他商品）の使用価値にも内属したりするという具合に、多種多
様な展開をくり広げる価値関係のうちに探らなければならない。しかし、そうした多種多様性
－ 26 － 



































































































相変わらずつかまえようがない」（K., I, S.62, 〔1〕 93 頁）、「金が貨幣であり、したがってすべての他の
商品と直接に交換されうるものだということを知っていても、それだからといって、たとえば 10 ポン






























〔訳〕 29 頁、傍点は Marx［1861-63］Ⅲ）という文言を引いた上で、そもそも「購買」とは貨幣以前に
成立しうる概念ではないという理由から、「購買力」という文言は、「ある物などの交換『力』」に置き
－ 29 － 
































引き寄せる瞬間に、行なわれる」（K., I, S.123, 〔1〕 195 頁、傍点は引用者）とする記述がある。K., I, S.121, 
〔1〕 192 頁も参照せよ。 
【41】マルクスは、一度売れた商品は流通から脱落して消費へ入るという商品流通の原則を説いた上で、「商
品が何度も繰り返して売られる場合、といっても、それはここではまだわれわれにとって存在しない
現象なのであるが」（K., I, S.130, 〔1〕 206 頁）、その場合の商品も、やはり最終的には同一の原則に服す
るという旨の注記を加えている。このことはまた商業資本を、高利資本とともに「商品生産者からの
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【45】山口［1984］は、たとえば織物業者 B の約束手形で、紡績業者 A が綿花栽培業者 C から原料を
購入するという商業信用の意義を、流通過程に媒介された三者間の関係をある程度止揚し、「B、A、C 
の生産過程が互いに連結されてあたかも一資本に統合されたかのごとき関係」（61 頁）を作り上げると

























－ 31 － 
の延長とみなされるのである。 
【48】日高［1968］16 頁、日高［1983］224 頁、大内［1978］147 頁も参照せよ。 
【49】竹内［1989］は、受信資本に予想される将来の利潤率だけではなく、受信資本の過去の返済実績や
固定資本その他の手持ち資産を含めた現在の資本規模を、信用力の一部に加えている。竹内［1996］、










































帰結といってよい側面を有してもいる。資本概念の定立とともに、それまで「商品の変態」（K., I, S.118, 






－ 32 － 
態」や「商品の循環」といった文言も、軽々に無用視されるべきではない。これらの文言は、後になっ
て与えられる資本概念の正式な定義を踏まえて見れば、いかにも正確を欠いたものと映ろうが――た








値形態の、したがって商品形態の、さらに発展しては貨幣形態や資本形態などの独自性」（K., I, S.96, 〔1〕 
150 頁）と総括している。商品・貨幣・資本は、何れも大文字の「価値形態」の構成部分と見なされて
いるわけである。こうした視角は、価値形態論の独創性を前面に掲げた『資本論』に特有のものであ
るとは、必ずしもいえないように思われる。Marx［1861-63］Ⅲ, S.129, 〔7〕 234 頁、Marx［1861-63］
Ⅲ, S.134, 〔7〕 243 頁も参照せよ。 
【55】マルクスはこの文言を、「商品のうちに包みこまれている使用価値と価値との内的な対立」（K., I, S.75, 
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